
 

 

 

 

今年は、穏やかな日差しの中、さくらまつりが開催されました。 

校門前でも桜やパンジーの花々が新しい年度の始まりを彩っています。 

子どもたちも胸躍らせる新学期です。1２名の新しい教職員を迎え、全ての教職員

が一丸となり、新たな気持ちで子ども達のはじける笑顔が

あふれる学校生活となるよう取り組んでいきたいと思います。 

今年度も、みなさまのあたたかいご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 

 

【職員一覧】 は HPでは割愛します。 

 

学校教育目標 

「共に学び合い、心豊かでたくましく生きる常二子の育成」 

常二小のめざす子ども像 

○共に学び合える子ども ○共に認め合える子ども  ○共に遊び健康な体をつくる子ども 

低学年 …… 力いっぱい取り組む 

中学年 …… 友だちのことを考える 

高学年 …… 自分を見つめる・高めていく 

 

今年度の子ども達のテーマは、『考える、考える！考える‼』です。 

これからの大きく変わっていく社会を生きていく子ども達は主体性・協働性が大切だといわれています。 

昨年度は、『あいさつとチャレンジ』を子ども達に意識させ、下の図のように土台となる力や当たり前のことを当

たり前に行う力の大切さを伝えてきました。その上で多くの体験活動や教育活動を通してひとり一人の子ども達

に応じた主体性・協働性を育むことを行ってきました。 

そして、今年度はさらに自分で考えて行動する力を伸ばして行きたい 

と思います。 

考えて行動するとは、 

・やるべきことを考えて行うことができる子は、あと伸びする。 

・自分に必要なことを客観的に考えられる子は努力することができる。 

・友だちのことを考えて活動きる子は、活気にあふれている。 

・考えて行動したことは、失敗からの学びも多い。 

教育に長年携わっていると、このように考えて行動できる

子どもは、これから必要となる力の基盤となるものが育っ

ていると感じることが多いのも事実なのです。 

また、昨年度に市内の小中学校の子ども達に「成長してい

く上で大切にしたいこと」のアンケートをとりました。その中から松

戸の教育として大切にしていきたいものを『夢』『挑戦』『思いやり』としました。 

この 3つのテーマに合わせてめざす子どもの姿を 
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 夢 挑戦 思いやり 

低学年 ・いいところを見つけられる子 ・まずはやってみる子 ・目を見て話を聞く子 

中学年 ・自分をみつめられる子 ・失敗をおそれない子 ・相手の気持ちを考えられる子 

高学年 ・なりたい自分を見つけられる子 ・チャレンジできる子 ・○○のために進んで活動する子 

と考えました。高学年の思いやりの○○のためにとは、他の人のためにといった気持ちはもちろんのこと、

自分のために、家族のために、将来のためになど自分の行動が有用感

につながることを目指しています。 

昨年度同様に、さまざまな教育活動で 

低学年は、「のびのび」と力いっぱい取り組む 

中学年は、「にこにこ」と友だちのこと考える 

高学年は、「わくわく」と自分を見つめる・高める 

 を中心に取り組んでいくことで近づいていく姿だと思います。 

そして、さらに保護者のみなさまと地域の方々と学校が連携しながら、

子ども達の「学校が楽しい！」という声を増やしていきたいと思います。 

今年度も、昨年度に引き続き、みなさまのあたたかいご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 

          

 

日 曜 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 行事予定

6 月 着任式・始業式

7 火
３時間日課

発育測定（４～６年）

8 水
入学式前日準備　給食開始

視力検査（６年）

9 木
入学式ＡＭ

２～６年　臨時休業（自宅学習日）

10 金

委員会

発育測定（２・３年　５組）

視力検査（５年）

13 月
内科検診（３年）

視力検査（４年）

14 火 視力検査（３年）

15 水

水曜日特別日課

ＬＡＴ

内科検診（２年）　視力検査（１年）

16 木

１年生給食開始

２～５年　５時間日課

歯科検診（４～６年）

学級懇談会・全体会

17 金
発育測定（1年・6組）　視力検査（２年）

ことばの教室保護者会

20 月
千教研　視力検査（５組）

ことばの教室指導開始

21 火

住居確認　４時間日課　　　　１年生を迎える会

５組　個人面談（～２３日）

聴力検査（５年）

22 水

住居確認　４時間日課

聴力検査（３年）

ＬＡＴ

23 木

住居確認　４時間日課

６年全国学力学習状況調査（国・算）

２～５年生学力テスト（国・算）

24 金
避難訓練（地震）

聴力検査（２年）

27 月
６年全国学力学習状況調査

児童質問調査　聴力検査（１年）

28 火 内科検診（４～６年）

29 水 昭和の日

30 木

昭和の日

自宅学習（臨時休業）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．登校時間について 
・児童の安全確保のために、登校は、正門通過を７時５０分から８時１０分でお願いします。 

２．登下校時の車での送迎の禁止 車での送り迎えは、原則禁止です！ 

学区選択制を利用された方も徒歩での登校が原則です。 
・ご家族の方にもお知らせください。ご協力お願いします。 

車は、徒歩で登下校している児童の危険となっています。 

自転車も同乗せず、 

乗っている人はよくても、周囲の人の迷惑となっています。 

特に雨の日に危険性を感じます。 

なお、骨折や発熱等の送迎の場合は、担任に相談ください。 

３． 欠席の連絡及び遅刻早退について 

・お子さんが欠席する場合は、必ずスクリレで連絡をお願いします。 

今年度もスクリレを活用して行いますので登録を必ずお願いします。 

また、学校の回線が少ないので以下の携帯の番号から連絡する場合があります。 

登録をお願いします。 

   常盤平第二小学校 ０４７（３８６）１３３１ 
 ０７０－２４８３－○○○○  ０７０－２４８３－○○○× 

 
 ・遅刻早退は、安全上の問題から必ず保護者の送迎をお願いします。 

 ※昨年度、朝連絡がなく登校していない場合や体調不良で早退させる場合などで保護者の方の携帯がつな

がらないことがありました。万が一を考え、職場に連絡することもあります。児童調査票にも連絡がわか

るように明記をお願いします。 

４．電話対応について 
本校の勤務時間は８時１０分から１６時４０分となっています。 

しかし，本校の教職員は早朝より出勤し，夜の遅くまで勤務する者も少なくありません。 

教職員の働き方改革の問題は本校に限らず，全国的なものでもあります。朝の早い時間や夜遅くの電話は 

お控えくださるようお願いします。また，子ども達のことでの込み入った相談は，面談日を設定いたしま 

すので，連絡帳等で担任に連絡ください。 

（１）対応内容 

  ① 外部からの電話対応  １８時００分まで  

② 留守番電話対応    １８時００分から８時００分    

５．携帯電話等について 
・学習に必要ないものは、原則、学校には持ち込まないこととなっております。ただ、児童について

身体的な理由がある場合など心配がある場合もあると思います。配慮が必要な場合は、毎年担任に申

し出てください。 

６．４/９（木）入学式の登校について 
・卒業証書授与式と同様に２～6年登校は行わず、自宅学習とします。 

７．合理的配慮について 
・子ども達の中には、身体的なことなどで学校生活のさまざまな場面で困り感を持つ場合があります。

子ども達が抱える困難についての理解や配慮できることを一緒に考えていきたいと思います。相談のあ

る場合は担任に連絡をください。 

 

 



 

 

 

 

８．個人情報について 

  ・学校だよりや本校ＨＰで学校の様子をお伝えしています。 

名前と個人が特定されないことや画像を拡大すると不鮮明になる、ＨＰの学校だよりの氏名や下校 

時刻は削除するといったなど個人情報の取扱いについては配慮しています。 

学校だよりに子どもの氏名を載せない、ＨＰの画像には写さないといった配慮が必要な方は、後日 

配付する手紙を参照ください。 

 

９．PTA活動費について 

  ・昨年度 3/24付けで発行した PTA便り№３でお知らせしたように、体育館の一文字幕、袖幕が 

新しい物に変わりました。印刷の学校だよりでは鮮明ではないので、後日 HP やスクリレで学校

だより等を配信します。また、4/16（木）の保護者全体会、学級懇談会に来校された際体育館を

開放いたしますのでぜひご覧ください。 

  ・PTA 活動費の決算報告で収支は０円となりましたが、通帳解約時に利子が 27円発生しました。

この 27円は、赤い羽根共同募金に寄付させていただきます。 

また、ベルマークのポイントでソフトバレーボールを寄贈していただきました。残ポイントの

９１２Pは、ベルマーク財団に寄付させていただきます。ご理解ご了承ください。 

 

長年にわたり本校の教育活動を支えていただいた PTAの会員のみなさまに改めて感謝申し上げます。 

 

 


